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福
祉
・
保
健
部

今
年
、
長
寿
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
永
く
、
ご
家
族
共
々
、
お
健
や
か

に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

上
寿
（
百
歳
以
上
）

５
名

白
寿
（
大
正
10
年
生
れ
）

６
名

卒
寿
（
昭
和
５
年
生
れ
）

23
名

米
寿
（
昭
和
７
年
生
れ
）

44
名

傘
寿
（
昭
和
15
年
生
れ
）

93
名

喜
寿
（
昭
和
18
年
生
れ
）
１
１
６
名

古
希
（
昭
和
25
年
生
れ
）
１
０
４
名

計
３
９
１
名

お
祝
い
の
商
品
券
を
敬
老
の
日
前
後

に
お
届
け
し
ま
す
。

文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
実
行
委
員
会

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

「
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
す
る
状
況
に
な
く
、
来
場
者

や
関
係
者
の
健
康
と
安
全
が
最
優
先
さ

れ
る
た
め
、
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。何

卒
ご
理
解
の
程

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
部

先
に
「
資
源
回
収
場
所
変
更
」
の
案

内
を
し
ま
し
た
が
、
「
資
源
回
収
の
必

要
性
は
理
解
で
き
る
が
家
の
前
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
こ
ろ
は
月
２

回
ゴ
ミ
の
日
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、

毎
日
の
よ
う
に
ご
み
を
見
る
こ
と
に
な

る
」
と
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

長
年
、
我
慢
し
て
自
宅
前
を
提
供
し

て
お
ら
れ
る
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

ま
ず
は
感
謝
の
気
持
ち
で
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

誰
し
も
自
分
の
家
の
前
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
嫌
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
す
る
う
え
で
必
ず
ご
み

は
出
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
必
要
で
す
。

40
軒
以
上
が
一
つ
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
、
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た

場
所
に
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

ご
み
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
は
、
持
ち
回

り
で
１
年
毎
に
移
転
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

互
助
と
譲
り
合
い
精
神
を
も
っ
て
、

皆
さ
ん
が
話
し
合
い
で
移
転
や
分
割
な

ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
22
日
、
大
和
自
治
会
主
催
で
開

催
さ
れ
、
清
和
台
か
ら
は
、
会
長
と
副

会
長
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
題
と
し
て

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
治
会
活
動
の
現
状

②
空
き
家
対
策

地
域
に
よ
り
増
減
傾
向
は
違
う
が
、

増
や
さ
な
い
よ
う
な
対
策
検
討

そ
の
他
、
現
市
民
病
院
の
跡
地
利
用
等

様
々
な
事
案
を
話
し
合
い
、
有
意
義
な

交
換
会
で
し
た
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

敬
老
の
お
祝
い

『
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
』

中
止
の
お
知
ら
せ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

３
自
治
会
情
報
交
換
会



役
員
会
だ
よ
り
（
４
２
４
号
）

開
催

７
月
19
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
８
月
以
降
、
資
源
回
収
が
「
戸
別
」

か
ら
「
集
積
場
所(

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン)

」
に
変
更
さ
れ
る

・
10
月
実
施
の
国
勢
調
査
の
調
査
員
46

名
を
市
に
推
薦
し
た

・
第
４
自
治
会
館
太
陽
光
発
電
の
売
電

契
約
が
11
月
に
終
了
。
継
続
契
約
す

る
が
、
売
電
価
格
が
24
円

→

８
円

／
k
Ｗ
h
に
な
る

・
第
２
自
治
会
館
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
部
品

交
換(

４
３
、
５
６
０
円)

で
発
注

・
南
北
２
本
の
用
水
路
浚
渫
は
、
７
月

13
日
か
ら
実
施(

２
年
に
１
回)

・
清
和
苑
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
友

楽
園
」
の
使
用
禁
止
は
、
当
面
継
続

・
石
道
IC
西
付
近
の
再
開
発
は
、
物
流

セ
ン
タ
ー
に
決
ま
り
、
都
市
計
画
策

定
中
。
地
元
へ
の
説
明
、
市
議
会
の

審
議
会
を
経
て
着
工
。
令
和
５
年
５

月
開
業
の
予
定

・
来
年
度
、
清
和
台
自
治
会
50
周
年
を

迎
え
る
。
記
念
事
業
・
行
事
の
企
画

を
検
討

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
お
願

い
し
ま
す
。

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
６
月
度
役
員
会
の
会
場
設
営
、
片
付

け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

６
月
号
、
休
刊

７
月
号(

３
０
１
号)

発
行

８
月
号
、
休
刊
決
定

・
市
掲
示
板

目
視
点
検

不
良
個
所

市
に
修
理
要
請

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

東
池
・
中
央
の
ベ
ン
チ

修
理
依
頼

四
季
の
小
径
東
屋
ベ
ン
チ

洗
浄

全
公
園
清
掃
用
具

点
検
補
充

・
資
源
回
収
事
業

６
月
度

４
４
・
５
ト
ン(

前
年
比

84
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
６
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件
、
お
悔
み

５
件

・
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
会
費
募
集

件
数

２
、
４
７
２
件

金
額

８
３
２
、
９
１
７
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
日
赤
社
資
募
集
（
回
覧
参
照
）

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
、
幟
点
検

異
常
な
し

・
落
語
会
、
人
形
劇
の
実
施
検
討
中

（
体
育
部
）
特
に
な
し

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

人
身
事
故

東
２
県
道

１
件

・
青
パ
ト

１
日
１
回
運
転
手
の
み
で

・
夜
間
パ
ト

現
在
中
止
中

10
月
目
処
に
少
人
数
で
実
施
予
定

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
視
界
を
妨
げ
る
街
路

樹

剪
定
実
施

（
会
館
運
営
部
）

・
利
用
者
に
感
染
防
止
対
策
の
遵
守
と

参
加
者
名
簿
の
提
出
を
依
頼

・
各
会
館
点
検

・
草
刈
隊
に
よ
り
敷
地
内
草
刈
実
施

・
各
会
館
、
消
防
設
備
点
検
完
了

◎
８
月
度
役
員
会
は
中
止
し
ま
し

た
の
で
、
三
役
会
、
部
長
会
の
議
事
、

議
題
報
告
を
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

（
１
面
参
照
）

・
文
化
祭
実
行
委
員
会
開
催

（
１
面
参
照
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
５
号
基
更
新

費
用
約
35
万
円
、
内
８
万
円
市
補
助

・
10
月
班
長
会
開
催
方
法
検
討
中

・
来
年
度
、
清
和
台
自
治
会
50
周
年
を

迎
え
、
皆
さ
ん
か
ら
企
画
・
行
事
の

ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
募
る

・
自
治
会
館(

第
１
、
２
、
４)

の
窓
枠

が
ス
チ
ー
ル
製
で
網
戸
な
し

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
改
修
の
方
向
で
業

者
の
見
積
り
と
行
政
へ
の
補
助
金
申

請
を
行
う

せいわだいにゅ～す 令和２年９月１３日（２）

新
入
会
員

８
月
度

(

敬
称
略)

林

友
香
理

西
１

山
下

政
寛

東
２

大
下

恒

西
２

お
知
ら
せ

10
月
10
日(

土)

『
野
球
教
室
』(

南

小)

は
都
合
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
清
和
台



詐
欺
犯
人
か
ら
の
電
話
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
!!

電
話
機
の
防
犯
対
策
を
す
れ
ば
、

詐
欺
犯
人
に
だ
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
の

電
話
機
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

電
話
機
に
「
迷
惑
防
止
」
の
機
能

が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。

迷
惑
防
止
設
定
を
す
れ
ば
、
電
話

着
信
時
に
事
前
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

流
れ
ま
す
の
で
、
詐
欺
犯
人
は
電
話

を
切
り
ま
す
。

電
話
機
に
機
能
が

無
く
て
も
、
迷
惑
防

止
専
用
の
機
器
も
販

売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

購
入
を
ご
検
討
願
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
常
時

留
守
番
電
話
設
定
も

有
効
な
対
策
で
す
。

川
西
警
察
署

７
５
５
‐
０
１
１
０

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
募
集

清
和
台
南
小
学
校

清
和
台
中
学
校

教
室
な
ど
の
ド
ア
ノ

ブ
や
階
段
の
手
す
り
、

ト
イ
レ
の
消
毒
作
業
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

（
学
生
可
）

勤

務

日

月
〜
金

（
学
校
休
業
日
等
除
く
）

勤
務
時
間

15
時
45
分
〜
16
時
45
分

勤
務
期
間

令
和
３
年
３
月
31
日
迄

時

給

９
３
３
円

問
合
せ

清
南

７
９
９
‐
１
２
５
４

清
中

７
９
９
‐
３
４
１
８

認
知
症
カ
フ
ェ
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

８
月
26
日
に
、
ト
ナ
リ
エ
清
和
台

２
階
の
「
天
使
と
小
さ
な
悪
魔
」

ト
ナ
リ
エ
管
理
室

主
催
、
コ
ミ
福
祉

部
会
が
共
催
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

お
ひ
と
り
様
、

グ
ル
ー
プ
で
、
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の
方

た
ち
が
参
加
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
も
充
分

配
慮
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

日

時

毎
月
第
４
水
曜
日

13
時
30
分
～
15
時

場

所

「
天
使
と
小
さ
な
悪
魔
」

ト
ナ
リ
エ
２
階

参
加
費

１
０
０
円

（
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
、
ス
イ
ー
ツ
付
）

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ

相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

７
９
９
‐
２
９
４
０

「
空
き
家
」
の
実
態
調
査

自
治
会
は
川
西
市
と
協
働
で
空
き

家
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
間

９
月
～
11
月

調
査
対
象

戸
建
住
宅

協

力

兵
庫
空
き
家
対
策

相
談
セ
ン
タ
ー

調

査

員

川
西
市
空
き
家
対
策

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
（
２
名
１
組
）

自
治
会
か
ら
問
合
わ
せ
の
時
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

中
止
の
お
知
ら
せ

コ
ミ

福
祉
部
会

開
催
場
所
の
友
楽
園
が
使
用
中
止

の
た
め
10
月
・
11
月
・
12
月
は
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尚
、
次
回
開
催
に
つ
い
て
は
「
せ

い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
等
で
事
前
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和２年９月１３日

お悔やみ （敬称略）

海地 亀代子 東２

島田 すみ子 東１

池谷 晴子 西１

清水 康彦 西３

三浦 みよ子 東４

中末 峯子 西４

鳥羽 和子 東１

岸本 静枝 東２

気
を
付
け
て



せいわだいにゅ～す 令和２年９月１３日（４）

六

赤
松
小
学
校

最近、病院来院時の血圧が270mmHgの方が

おられました。この血圧が270mmHgまで上昇

した方は高齢ですし、ここまで血圧が上昇

するのは血管損傷が進行していた可能性が

あり、270mmHgなら血管が破裂する可能性も

あったわけです。ところが、ご自分の血圧

は正常と思っておられました。

というのも、いつも室温20度にしてから

血圧測定をしていたので、寒さの刺激で血

圧が上がることに気が付いていなかったの

です。この方に室温が10度以下のところで

血圧測定をしていただいたところ、200mmHg

近くまで血圧が上がっていました。200mmHg

近い血圧の方が急いで歩けば、270mmHg程度

まで上がって当然です。

冬は気温低下から脳内出血、心筋梗塞等

の頻度が増加することが知られています。

ところが、室温15度以上の部屋で血圧測定

をしているとその変化に気が付かず、外出

時に脳血管が破裂し、寝たきりになる可能

性もあります。血圧は不眠でも上昇し、当

院では２日間不眠が続き、血圧が200mmHgま

で上がった人もいますし、囲碁や韓流ドラ

マで血圧が上がった人もいます。

また、お孫さんが訪問されると血圧が上

がる方も多く、小さいお孫さんの面倒を見

ているときに脳内出血を発症された方もい

ます。よく、私は白衣高血圧だという方が

おられますが、白衣高血圧の方は緊張した

り、焦っているときは病院と同じように血

圧が上がっているのです。そのうえ急げば

さらに血圧が上がり、血管が破裂する可能

性があります。

自分の血圧がどんな原因で上昇するかを

よく知っておくことが、脳・心血管疾患の

予防に重要です。

次回も血圧のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（68）高血圧症

石
巻
の
ご
近
所
さ
ん

故
郷
石
巻
は
「
い
し
ま
き
」
と
よ

ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
震
災
が
あ
っ

て
か
ら
正
し
い
「
い
し
の
ま
き
」
が

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

大
震
災
が
起
き
た
時
父
親
は
施
設

に
入
所
し
て
お
り
、
兄
は
隣
町
の
学

校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
80
歳
を

過
ぎ
た
母
親
は
、
１
人
自
宅
で
地
震

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

母
は
歩
く
の
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ

て
も
、
庭
の
草
引
き
や
水
ま
き
を
し

な
が
ら
、
家
の
前
を
通
る
ご
近
所
さ

ん
と
話
し
を
す
る
の
が
日
課
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

地
震
が
起
き
た
時
、
普
段
と
は
違

う
大
き
な
揺
れ
だ
っ
た
た
め
多
く
の

人
が
津
波
を
予
感
し
た
そ
う
で
す
。

揺
れ
が
止
ん
で
自
宅
に
い
る
母
に
声

を
か
け
た
の
が
、
い
つ
も
の
ご
近
所

さ
ん
で
し
た
。
「
津
波
が
来
る
か
ら

逃
げ
る
よ
。
」
と
言
っ
て
、
母
の
手

を
取
り
近
く
の
学
校
へ
避
難
し
ま
し

た
。
そ
の
後
大
津
波
で
自
宅
１
階
は

冠
水
し
、
１
週
間
ほ
ど
水
が
引
か
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
故
郷
を
離
れ
て
40
年
ほ
ど
た

ち
ま
す
が
、
実
家
の
町
内
の
こ
と
や
、

親
の
近
所
付
き
合
い
に
つ
い
て
あ
ま

り
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
ご
近
所
さ
ん
は
、
こ
の
家
に

は
高
齢
の
お
ば
あ
さ
ん
が
昼
間
１
人

で
い
る
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た
の

で
す
。

避
難
時
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く

れ
た
こ
の
方
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
頼
り
に
な
る
だ
ろ
う

兄
は
、
勤
め
て
い
た
学
校
が
そ
の
ま

ま
避
難
所
に
な
り
、
そ
の
運
営
の
た

め
１
ヵ
月
ほ
ど
自
宅
に
戻
れ
な
い
状

態
で
し
た
。

今
思
う
と
本
当
に
遠
く
の
子
ど
も

よ
り
、
近
く
の
ご
近
所
さ
ん
を
実
感

す
る
出
来
事
で
し
た
。
清
和
台
で
も

こ
の
よ
う
な
ご
近
所
付
き
合
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
５

佐
藤

友
典

私

の

故

郷

宮
城
県
石
巻
市

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

第
２
自
治
会
館
ま
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。


